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第
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九
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諜
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人
文
社
会
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研
究
科
五
年
次
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〈
編
集
後
記
〉

「
稿
本
近
代
文
学
」
第
三
九
集
を
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
投
稿

く
だ
さ
い
ま
し
た
執
筆
者
の
方
々
、
お
忙
し
い
中
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
諸

先
輩
方
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
今
の
院
生
数
減
少
の
影
響
か
、
背
表
紙
の
文
字
入
れ
が
危
胤
附
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
「
稿
本
」
に
羨
望
の
眼
差
し
を
向
け
る
と
共
に
、
編
集

の
無
力
さ
を
痛
感
す
る
ば
か
り
で
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
か
、
「
稿

本
」
と
い
う
論
文
発
表
の
場
の
重
要
性
と
、
続
け
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
よ

り
い
っ
そ
う
実
感
し
た
気
が
し
ま
す
。
今
後
と
も
よ
り
よ
い
論
文
発
表
の
場
を

提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
所
存
で
す
。

末
筆
な
が
ら
、
皆
様
方
よ
り
忌
悌
な
き
ご
意
見
、
ご
批
判
を
お
聞
か
せ
願
え

れ
ば
幸
い
で
す
。
ま
た
、
ご
投
稿
も
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

(
胸
組
)

〈
投
稿
案
内
〉

一
、
「
稿
本
近
代
文
学
」
で
は
、
近
代
文
学
に
関
す
る
研
究
論
文
を
、
学
内
外

か
ら
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

一
、
原
稿
締
め
切
り
は
当
該
年
の
八
月
末
日
で
す
。

一
、
投
稿
の
際
に
は
、
左
記
住
所
に
論
文
二
部
を
ご
郵
送
下
さ
い
。
ま
た
、
ワ
ー

プ
ロ
原
稿
の
場
合
は
デ

i
タ
(
記
憶
媒
体
)
を
添
え
て
下
さ
い
。
ま
た
、
四

O
O
字
詰
原
稿
用
紙
に
換
算
し
た
投
稿
枚
数
を
明
記
し
て
下
さ
い
。

一
、
掲
載
に
か
か
る
費
用
は
、
執
筆
者
の
他
人
負
担
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
他
の
詳
'
制
に
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
住
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

〒一ニ

O
五
j
八
五
七
一
茨
城
県
つ
く
ば
市
天
王
台

筑
波
大
学
人
文
社
会
科
学
緋
究
科
文
芸
・
一
言
語
専
攻
内

筑
波
大
学
日
本
文
学
会
近
代
部
会

稿
本
近
代
文
学
第
三
九
集

二
O
一
四
年
一
二
月
二
五
日
発
行

筑
波
大
学
日
本
文
学
会
近
代
部
会

一γ
抑
制
茨
城
県
つ
く
ば
市
天
王
台

筑
波
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究
科

文
芸
・
言
語
専
攻
内
新
保
研
究
室

印
刷
・
製
本
/

コ
ス
ミ
ッ
ク
イ
マ

i
ジ
ユ

茨
城
県
つ
く
ば
市
天
久
保
二
i

一
二
i

一
三

Y
.
T
.
1
マ
ン
シ
ョ
ン

E
1


	0001
	0002

